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光・音・力による現象

1　光の進み方�

⑴　光
こう

源
げん

　光源から出た光はあらゆる方向に直進する。

⑵　光の反射　光が鏡などに当たってはね返ること。

⑶　光の反射の法則　光が当たる面に垂
すい

直
ちょく

な直線と、

入射光との間の角度を入射角、反射光との間の角度

を反射角といい、入射角と反射角はつねに等しい。

⑷　像
ぞう

　鏡に映
うつ

った物体のように、そこにない物体が、

あるように見えるものを、物体の像という。

⑸　乱
らん

反
はん

射
しゃ

　物体の表面のでこぼこのため、光がいろいろな方向に反射すること。

2　光が通りぬけるときのようす�

⑴　光の屈
くっ

折
せつ

　光が異なる種類の物質の間を進むとき、物質の境界面で光の道すじが折れ曲がること。

○屈
くっ

折
せつ

角
かく

　物質の境界面に垂直な直線と屈折光との間の角度。

⑵　全
ぜん

反
はん

射
しゃ

　光が水（ガラス）から空気へ進むとき、入

射角がある角度より大きくなると起こる、境界面で

光がすべて反射すること。

⑶　光の色　白色光にはいろいろな色の光が混ざって

いる。光の色によって屈折する角度が異なるので、白

色光が異なる物質に進むとき、色ごとに分かれる。

○物体の色　白色光のうち、物体に吸収されずに反

射された光の色がその物体の色として見える。
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▼１ 光の反射と像

▼２ 光の屈折によって起こる現象

▼３ 全反射

鏡の面
反射光

光源装置

入射角＝反射角

入射光
入
射
角

反
射
角

　実際の人形と鏡で見える像
鏡ごしに見ると 直接見ると
鏡

左右反対に
見える。

実際は
右手。

鏡の面に対して線対
称の位置にできる。

像から光が
直進したよ
うに見える。

たい

しょう

左手を上
げている
ように見
える。

目

鏡

像

物体

コイン

❶底のコインが水を入れると浮き上がって見える。 ❷水を入れたコップにストロー
　を入れると太く見える。

❸ガラスの反対側にある鉛筆がずれて見える。
鉛筆

鉛筆

えんぴつ

直方体の
ガラス

水

水

水

ストロー
コ
ッ
プ

像

像

像
像

像

像

水

目

コイン

ガラス

目

目

ストロー

空気

直進

光源

屈折角

入射角 入射角

屈折角

水
（ガラス）

入射角を大きく
していくと、全
反射するように
なる。

全反射

▼４ 光の色

屈折する角度が、赤色は
小さく、紫色は大きい。

プリズム

白色光

赤
緑紫

講座

学習のまとめ

映像

9 光の反射と屈折

空気と水の間での光の進み方重要 実験

❶空気から水へ光が進むときの
　光の道すじを調べる。　

角Ａを大き
くしながら、
角Ａとその
ときの角Ｂ
をはかる。　

光は直進　

光は直進　
水面に垂直に
光を当てる。　

水面に垂直に
光を当てる。　

❷水から空気へ光が進むときの光の道すじを調べる。　
角Ｃを大きくし
ながら、角Ｃと
そのときの角Ｄ
をはかる。　

角Ｄが90°になって
から、さらに角Ｃを
大きくしたとき。　

空気→水（ガラス） 水（ガラス）→空気
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小型光学用
水そう

小型光学用
水そう

角Ａ（入射角）＞角Ｂ（屈折角） 角Ｃ（入射角）＜角Ｄ（屈折角）
すべての光が反射し、空
気中に出ない。→全反射

物体の面ではね返った光物体の面に当たった光

太陽や白熱電灯から出た光

１つ１つの光では、反射の法則が成り立っている

物質の境界面で屈折した光

みずから光を発するもの　例太陽、照明器具

2 3

①
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確　認　問　題

9　光の反射と屈折

光
・
音
・
力
　
　

　
　
に
よ
る
現
象
　

1 光の進み方

□⑴　太陽や照明器具など、みずから光を出すものを何というか。

□⑵　光が鏡などに当たってはね返ることを、光の何というか。

□⑶　光が当たる面に垂直な直線と、入射光との間の角度を何というか。

□⑷　入射角と反射角の大きさがつねに等しいことを、何の法則というか。

□⑸　次の式の（ ）にあてはまるものは、＞、＝、＜のどれか。

　　入射角（ ）反射角

□⑹　鏡に映った物体のように、実際には物体がないのに、そこに物体がある

ように見えるとき、それを物体の何というか。

□⑺　物体のでこぼこの面で光がいろいろな方向に反射することを何というか。

□⑻　光が乱反射するとき、１つ１つの光では反射の法則が成り立っているか、

成り立っていないか。

　　　　　　　次の にあてはまる言葉は何か。

□①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□②　

2 光が通りぬけるときのようす

□⑴　光が異なる種類の物質の間を進むとき、物質の境界面で道すじが折れ曲

がることを、光の何というか。

□⑵　光が水面やガラスの面に垂直に進むとき、光はどのように進むか。

□⑶　光が空気から水やガラスへななめに入射するとき、入射角と屈折角の大

きさはどちらのほうが大きいか。

□⑷　光が水やガラスから空気へななめに入射するとき、入射角と屈折角の大

きさはどちらのほうが大きいか。

□⑸　光が水やガラスから空気へ進むとき、入射角がある角度より大きくなる

と、境界面で光がすべて反射する。このような現象を何というか。

□⑹　太陽の光など、いろいろな色の光が混ざった光を何というか。

　　　　　　　次の にあてはまる言葉は何か。

□①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□②　

図表で確認

図表で確認
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光

光
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光
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基　本　問　題

光・音・力による現象

1 光の進み方

　⑴　図のように、Ａ点から出た光が鏡で反射し、Ｂ点に届いた。

□①�　図の a〜dの角のうち、入射角と反射角はそれぞれどれか。

� 入射角［ ］　反射角［ ］

□②　ａの角度の大きさから、ｂ、ｃの角度の大きさを求める方法について

述べた次の文の［ ］にあてはまる言葉や数は何か。

　ａの角度を40°とすると、角ａ＋角ｂ＝90°であるので、角ｂ＝［ ］°−40°より、角ｂ＝［ ］°

となる。角ｂと角ｃの角度の大きさは［ ］ので、角ｃ＝［ ］°となる。

　⑵　次の①、②の文の［ ］にあてはまる言葉や記号は何か。

□①　図 1のように、Ａさんが鏡に向かって立ち、右手をあげて鏡を

見ると、鏡には図 2のＸとＹのうち、［ ］のような像が映っ

て見えた。この像では、［ ］手をあげているように見え、実

際のＡさんと比べると、あげている手が［ ］になってい

る。鏡に映る像の向きを実際の物体と比べると、上下は逆に

　　［ ］が、左右は逆に［ ］よう

に見える。

□②　図 3のように、光の反射によって鏡に映る像は、鏡に対して物

体と［ ］の位置にでき、像から光が［ ］し

てくるように見えるため、鏡のおくに物体があるように見える。

2 光が通りぬけるときのようす

　⑴　次の①、②の にあてはまるものは、＜、＝、＞のどれか。� ①［ ］　②［ ］

□①　光が空気からガラス（水）へななめに進むとき　　入射角 屈折角

□②　光がガラス（水）から空気へななめに進むとき　　入射角 屈折角

　⑵　図 1、 2のように、空気中からガラスに光を当てた。

□①　図 1のように、空気中からガラスに垂直に光を当てた

とき、光の進み方はａ〜ｃのどれか。� ［ ］

□②　図 2のように、空気中からガラスにななめに光を当て

たとき、光の進み方はａ〜ｄのどれか。� ［ ］

　⑶　図 3のように、水中から水面にななめに光を当てた。

□①　屈折して進む光の進み方はａ〜ｄのどれか。� ［ ］

□②　次の文の［ ］にあてはまる言葉は何か。

　　　図 3で、入射角を大きくしていき、ある角度より大きくなると、

［ ］して進む光がなくなり、水面ですべて［ ］す

る現象が起こる。この現象を［ ］という。

□⑷　次の文の［　　］にあてはまる言葉は何か。

　　　物体が赤色に見えるのは、物体の表面で白色光のうち［　　　］色の光が反射されて目に届き、それ以外の

光の多くは物体に［　　　　　］されるためである。

図１ Aさんを正面から
見たようす鏡

図２

図３

鏡X 鏡Y

鏡

像

物体 目

A B

鏡

光

b
a

c
d

図１ 図２

a b c

空気
ガラス

a
b c

d

空気
ガラス

図３

a

b c d

光

空気
水

入射角

光の一部は
反射する。
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練　習　問　題

9　光の反射と屈折

1	 図 1 の時計を、図 2のように垂直に
立てた鏡の前に置いた。次の問いに答

えなさい。

□⑴　鏡に映った像はどのようになるか。

次のア〜エから選び、記号で答えなさい。

　⑵　図３の点Ｘの位置から、鏡に映る時計

を見た。

□①　時計の像ができる位置を◦で示しな

さい。

□②　時計の像から出て点Ｘに届くように

見える光の道すじを で示しなさい。

□③　時計からの光が鏡で反射して点Ｘに

届くまでの道すじを で示しなさい。

2	 図は、空気から直方体のガラスへななめに光
を当てたときの光の進み方を、真上から見たも

のである。次の問いに答えなさい。

　⑴　次の①〜③の角にあてはまるものはどれか。

それぞれａ〜ｆからすべて選び、記号で答え

なさい。

□①　入射角　　□②　屈折角　　□③　反射角

□⑵　角ｂは何度か。

□⑶　角ａと角ｄではどちらのほうが大きいか。記号で答えなさい。

□⑷　角ａを大きくしたとき、角ｂの大きさはどのようになるか。

3	 光の反射と屈折によって起こる現象について、次の問いに答えなさい。
　⑴　次の①、②は、光の反射と屈折のどちらによって起こる現象か。

□①　水面の上から川底を見ると、浅く見える。

□②　バックミラーを見ると、うしろの車のようすを知ることができる。

□⑵　図のように、直方体のガラスを通して、矢印の向

きに鉛筆を見ると、鉛筆はどのように見えるか。次

のア〜ウから選び、記号で答えなさい。

⑴①

②

③

⑵

⑶

⑷

2

⑴

⑵①　　図３にかく。

②　　図３にかく。

③　　図３にかく。

1

⑴①

②

⑵

3

 計算・グラフ・作図のワークP.72

空気
ガラス

光
a b

c

d e

f

46°

図１ 図２

鏡

時計

図３

時計

鏡

X

ガラス

見る向き

ア イ ウ エ

ア イ ウ

学習の
まとめ 2

学習の
まとめ 1・2

学習の
まとめ 1
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光・音・力による現象

Keyプラス
合わせ鏡で鏡に映る像

鏡に映る像の見える範囲と鏡からの距離と像

　　　鏡に映る像を観察した。

　⑴　つい立ての反対側にある物体Ａを、2枚の鏡を用

いて見ようとした。図１は、そのようすを真上から

見て表したものである。

□①　物体Ａが鏡Ｐ上に映った像として見える位置を、

図１にA′で示しなさい。

□②　物体Ａから出た光が２枚の鏡で反射して、目に

届く光の道すじを図１に示しなさい。

□⑵　図２の時計を図３のように鏡の前に置いた。

に映った像はどうなっているか。右のア～

エから選び、記号で答えなさい。�［　　　］

A-1

A

B

●2枚の鏡を90°に組み合わせる。

鏡2鏡1

像2像1

鏡1
の像

鏡2
の像 像3

真上から見た図

物体 鏡2鏡1

➡像１と像２は、２枚の鏡それぞれにできる、物体と左右が
　逆向きの像。
➡像３は、鏡に映った像１と像２がもう一方の鏡に映ってで
　きる、物体と左右が同じ向きの像。

　 　 上の真上から見た図で、像１は、鏡１、２の
どちらによってできた像か。

問

　　鏡１解

鏡Ｑ鏡Ｑ

図１図１

鏡P鏡P
目 AA
つい立て

時計の
後ろ側

図２ 図３
鏡

90°

ア エウイ

A

目
B

鏡鏡

光光 光光

　　の範囲にある物体は、
すべて鏡に像が映って見える。

入射角＝反射角より、鏡の端で反射して目に届く光の道すじ
が、鏡に映って見える限界である。

見えない

見える

入射角

全身を映すには、身長の半分の大きさの鏡があればよい。
　→鏡と物体との距離は関係ない。

反射角

物体と像は鏡に対して
線対称の位置にある。

●鏡に映る像の見える範囲 ●物体全体を映すための鏡の大きさ

反射角
入射角

鏡

❶Ｐと鏡Ａの面に対して線対称な点Ｐ'をとる。
❷Ｐ'と鏡Ｂの面に対して線対称な点Ｐ"をとる。
❸Ｐ"と目を結ぶ。
❹Ｐ'と❸の直線と鏡Ｂの交点を結ぶ。
❺Ｐと❹の直線と鏡Ａの交点を結ぶ。

鏡Ａ

鏡Ａと鏡Ｂで２回反射
する。
左右がもう一度逆に
なり、もとに戻る。

左右が逆になる。

鏡Ｂ

●合わせ鏡

Ｐから出た
光の道すじ
のかき方

Ｐ

Ｑ

目
実物像１

像２

Ｐ'

Ｑ'

Ｐ" Ｑ"

鏡Ａ
鏡Ｂ

①

②
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9　光の反射と屈折

 計算・グラフ・作図のワークP.73

　　　次の問いに答えなさい。

□⑴　図１のように、水平面上に垂直に立てた鏡の

前のＡ～Ｃ点に棒を垂直に立てた。Ｐ点から鏡

を見たとき、鏡に映って見えるのは、Ａ～Ｃの

どの点に立てた棒か。すべて選び、記号で答え

なさい。� ［　　　　　　　］

　⑵　図２のように、Ｙさんは、垂直な壁にとりつけられた鏡に

自分のすがたを映した。

□①　Ｙさんから見て、鏡に映る自分のすがたはどうなるか。

右のア～エから選び、記号で答えなさい。� ［　　　］

□②　Ｙさんが、図２の位置より鏡から120cmの位置まで近づ

いていくと、鏡に映る自分のすがたはどうなるか。次のア～ウから選び、記号で答えなさい。�［　　　］

　　ア　自分のすがたの見える部分が少なくなっていく。

　　イ　自分のすがたの見える部分が多くなっていく。

　　ウ　自分のすがたの見える部分は変わらない。

B-1

屈折した光の作図C

　　　屈折による見え方を観察した。

　⑴　図１のように、水を入れたカップの底にコインを置くと、コインのａ

点がｂ点にあるように見えた。

□①　光は、水面のどこで屈折して目に届くか。光が屈折した位置を、図

１に・で示しなさい。
□②　コインのａ点から出た光が目に届くまでの道すじを、図１に実線で

かきなさい。

□⑵　図２のように、直方体のガラスを通して鉛筆を見ると、鉛筆の

Ｐ点がＱ点にあるように見えた。

　　　鉛筆のＰ点から出た光が目に届くまでの道すじを、図２に実線

でかきなさい。

C-1

図１（真上から見た図） 図２

目

AA

PP

ＢＢ

YY 鏡鏡
鏡鏡 15cm15cm

75cm75cm

160cm160cm

160cm160cm

ＣＣ

ア イ ウ エ

空気
水

　水中の棒の先Aを見ると、Bにある
　ように見えている場合

❶Ｂと目
　を結ぶ。

❶P' と目を結ぶ。

Ｂから光が直進
してくるように
見える。

P' から光が直進
してくるように
見える。

棒
目

A

B

空気
水

棒
目

A

B

交点

空気
像P'

'

物体P

空気

ガラス

目

空気
像P' 物体P

空気

ガラス

目
交点

交点

空気
光

空気

ガラス

目

　直方体のガラスを通して物体Pを見ると、
　P の位置にずれて見えている場合 　直方体のガラスを通る光の

　道すじ

❷物体Ｐから、
　❶の直線と平
　行な直線を引
　く。

空気からガラスへ
の入射光とガラス
から空気への屈折
光は平行になる。

❸ガラスの上面
　と下面の交点
　を結ぶ。

a°

a°

b°
b°

❷実際はAから光が
出ているので、A
から❶の直線と境
界面の交点へ線を
引く。

b

a

水

目

コイン

図１

鉛筆

ガラス

目

PQ
図２
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計算・グラフ・作図のワーク

光・音・力による現象

1	 入射角と反射角、屈折角を求める計算　次の⑴〜⑶は光の入射角と反射角の、� �

⑷〜⑹はａ〜ｆの角の大きさをそれぞれ求めなさい。

2	 反射光と屈折光の作図　次の⑴〜⑷は鏡に当たった光の進む道すじをかきなさい。また、⑸〜⑻は空気とガ
ラスの境界面で屈折する光の道すじをなぞってかきなさい。

3	 物体と鏡に映る像の位置　次の⑴〜⑷で、鏡に映る像が見える位置を示しなさい。

⑴
入射角　　　反射角

⑵
入射角　　　反射角

⑶
入射角　　　反射角

⑷ａ　　　　 ｂ　　　　

⑸ｃ　　　　 ｄ　　　　

⑹ｅ　　　　 ｆ　　　　

1

鏡

ガラス ガラス ガラス

鏡 鏡
80° 40°

25°

25°

74°

50°c e

f

a

b

□⑴ □⑵ □⑶

□⑷ □⑸ □⑹

d
60°

29°

35°

鏡

鏡

鏡

※像はA′としなさい。

A

B D

C

※像はB′としなさい。 ※像はC′－D′としなさい。

□⑴ □⑵ □⑶
鏡

E F

※像はE′－F′としなさい。

□⑷

鏡

ガラス ガラス ガラス

ガ
ラ
ス

鏡

鏡

鏡 鏡

鏡

□⑴ □⑵ □⑶ □⑷

□⑸ □⑹ □⑺ □⑻

学習の
まとめP.66 1・2

学習の
まとめP.66 1・2

学習の
まとめP.66 1
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計算・グラフ・作図のワーク 

4	 Keyプラス  物体から出た光が鏡で反射する位置　次の⑴〜⑷で、Ｘ点から鏡に映る物体を見た。鏡に映る
物体の像の位置を作図し、物体から出た光が目に届くまでの道すじを作図しなさい。ただし、⑶、⑷は物体の

両端のＣ点とＤ点、Ｅ点とＦ点から出た光の道すじを作図しなさい。

5	 Keyプラス  物体が鏡に映って見える範囲　次の問いに答えなさい。
　⑴　図１〜３で鏡に映る像を調べた。

□①　図１のＸ点から見たとき、鏡に像が映る物体はどれか。ア〜オからすべ� �

て選び、記号で答えなさい。

□②　図２のア〜オ点から見たとき、鏡に物体Ｙの像が映るのはどの位置か。� �

すべて選び、記号で答えなさい。

□③　図３のＺ点から鏡を見たとき、鏡に像が映る範囲はどこか。斜線で示し� �

なさい。

　⑵　身長158cmのＡさんが図４のように鏡の

前に立ったところ、全身は映らなかった。

□①　鏡に映ったのは、床から何cm以上の

部分か。

□②　全身を映すためには、鏡の長さが最低

何cm必要か。

6	 Keyプラス  水中に見える物体　⑴〜⑶のように、Ｘ点から水中にあるコインや棒やはしを見たところ、Ａ
点がＢ点に浮き上がって見えた。Ａ点から出た光がＸ点に届くまでの光の道すじをかきなさい。

⑴①

②

③　　図３にかく。

⑵①

②

5

A B

X

X

X

（像の位置をB′とする） （像の位置をC′－D′とする）（像の位置をA′とする）

C

D
鏡

鏡
鏡

□⑴ □⑵ □⑶ （像の位置をE′－F′とする）□⑷

X

E

F鏡

図１ 図２ 図３

鏡

鏡

鏡

X Y

Z
ア

イ

ウ

エ

オ

ア

イ

ウ

エ

オ

鏡

床

壁壁

目の高さ
図４

100cm

水

棒

A

B
A
B

X
X

水

コイン

□⑴

A
B

X

水

はし

□⑶□⑵

Key
プラスP.70 A

Key
プラスP.70 B

Key
プラスP.71 C
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重要事項の確認

光・音・力による現象

光・音・力による現象

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［①� ］

［②� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

講座 9　光の反射と屈折　

□⑴　光が鏡などに当たってはね返ることを、光の何というか。

□⑵　次の式の（ ）にあてはまるものは、＞、＝、＜のどれか。

　　入射角（ ）反射角

□⑶　光がでこぼこした面でいろいろな方向に反射することを何というか。

□⑷　光が異なる種類の物質の間を進むとき、物質の境界で光の道すじが折れ

曲がることを、光の何というか。

□⑸　光が水やガラスから空気へ進むとき、入射角がある角度より大きくなる

と、境界面で光がすべて反射する。このような現象を何というか。

講座 10　凸レンズのはたらき　

□⑴　光軸（凸レンズの中心を通り、レンズの表面に垂直な直線）に平行な光が

凸レンズに当たったとき、光が屈折して集まる点を何というか。

□⑵　物体から出た光が凸レンズで屈折し、実際に集まってできる像を何とい

うか。

□⑶　物体から出て凸レンズを通った光が実際に集まってできた像ではなく、

凸レンズを通して見える像を何というか。

講座 11　音による現象　

□⑴　音さや弦のように、振動して音を発生している物体を何というか。

□⑵　次の式の にあてはまる言葉は何か。

□⑶　音源のもとの位置からの振れ幅の最大値を何というか。

□⑷　音源が 1秒間に振動する回数を何というか。

講座 12　力による現象　

□⑴　地球や月がその中心に向かって物体を引く力を何というか。

□⑵　力の大きさを表す単位であるＮは何と読むか。

□⑶　ばねののびはばねを引く力の大きさに比例する、という関係を何の法則

というか。

□⑷　物体を月に持っていったとき、値が変化しないのは、質量か、重さか。

□⑸　１つの物体に２つ以上の力がはたらいていても、その物体が動かないと

き、それらの力はどうなっているというか。

□⑹　つり合っている２つの力は、同一直線上にあり、同じ大きさで、向きは

どのようになっているか。

ことばでチェック

　　音の速さ〔m/s〕= 
音が伝わる ① 〔m〕
音が伝わる ② 〔s〕
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光・音・力による現象

図表でチェック

講座9 光の反射

講座11 弦の振動のようす

講座12 力のつり合い

講座10 凸レンズによってできる像

講座9 光の屈折

講座11 画面に表示された波形の読みとり方

講座12 力の三要素

講座10 凸レンズを通る光の進み方と焦点

1往復が1回の

弦

となる。A B

1秒間に振動
する回数を

という。

山の高さで表され
る振れ幅

振動1回の

A

B

C

指
力の矢印

力の

力の

A

CB

光軸

凸レンズ

P
P

焦点
焦点

物体 中心

※Pは焦点距離の
　2倍の位置

A 光軸
P

P焦点 焦点
物体

中心

※Pは焦点距離の
　2倍の位置

B

鏡

光

A B

光

光

光

反射角入射角

屈折角

反射光
一部の光が
反射する。

空気
ガラス

A

B

凸レンズ
光軸に平行な光

光軸
中心

A

B

凸レンズ そのまま

する。

像光軸

C

光軸に

に進む。D

中心

焦点

物
体

弾性力

重力

物体を
引く力

台

B

A

C
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光・音・力による現象

1	 空気と水の間での光の進み方　�

穴埋めでチェック1　❶〜❹にあてはまる言葉や記号をそれぞれ答えなさい。

問題でチェック1　上部が開いた半円形の透明な容器に水を入れ、図のように、容器

の外側から境界面（水面）上にある点Ｏに光を当てた。

□⑴�　次の文の（　　　）の①〜③にあてはまる言葉を答えなさい。

� ①［　　　　　　　　］　②［　　　　　　　　］　③［　　　　　　　　］

　光は点Ｏで（　①　）する光と（　②　）する光に分かれた。（　①　）角は入射角

と等しいが、（　②　）角は入射角より（　③　）なる。

□⑵　図で、入射角を大きくしていくと、ある角度をこえたとき、境界面から空気中に出ていく光がなくなった。

この現象を何というか。� ［　　　　　　　　］

2	 凸レンズによってできる像　�
穴埋めでチェック2　❶〜❹にあてはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

問題でチェック2　図の装置で、凸レンズから光源までの

距離Ｘを変え、スクリーンにはっきりと像ができるとき

の、凸レンズからスクリーンまでの距離Ｙを調べた。

　⑴�　Ｘ＝30cmのとき、Ｙ＝30cmとなった。

　□①　この凸レンズの焦点距離は何cmか。　　  ［　　　　　］

　□②�　このときの像を⇨の向きに見たときの見え方を、右のア

〜エから選び、記号で答えなさい。� ［　　　　］

□⑵�　Ｘを30cmからしだいに大きくしていくと、Ｙはどうなるか。また、スクリーンにできる像の大きさはど

うなるか。� Ｙ［　　　　　　　　　　　］　像の大きさ［　　　　　　　　　　　］

まとめP.66

まとめP.74

重要実験・観察のチェック

半円形の
透明な容器

Ｏ

光源装置

光

境界面
（水面）

空気

水
入
射
角

凸レンズ
（固定する）a

a ｂｂ

ｃ

ｃ ｄｄ

スクリーン

電源へ

光源

光学台

ア イ ウ エ

❶空気から水へ光が進むときの光の道すじを調べる。　

角Ａを大き
くしながら、
角Ａとその
ときの角Ｂ
をはかる。　

❷水から空気へ光が進むときの光の道すじを調べる。　

角Ｃを大き
くしながら、
角Ｃとその
ときの角Ｄ
をはかる。　

角Ｄが90°になってから、さら
に角Ｃを大きくしたとき。　

空気→水（ガラス）
水（ガラス）

→空気
水

空気
0

0

90

0

90

30

60
60

30 30

60
60

30

ＡＡ

Ｂ

0

0

90

0

90

30

60
60

30 30

60
60

30

水

空気

CC

D
0

0

90

0

90

30

60
60

30 30

60
60

30

空気　

水　

Ｄ

Ｃ

角Ａ（❶［　　　　 ］角）＞角Ｂ（❷［　　　　 ］角） 角C（入射角）❸［　　　］角D（屈折角）
すべての光が反射し、空気中に出
ない。→❹［　　  　　　　］　

�物体が焦点距離よりも遠い位置にあると、物体と比べて上下・左右が❶［　　　］向きの実像ができる。
　◦物体が焦点に近づくほど像の位置は凸レンズから❷［　　　　　］。
　◦物体が焦点に近づくほど像の大きさは❸［　　　　］なる。　◦物体が焦点の位置にあると光が集まらず像はできない。
�物体が焦点距離よりも近い位置にあると、凸レンズを通して物体と比べて上下・左右が同じ向きの❹［　　　］像ができる。

❶物体の位置を変え、はっきりとした像ができるようにスク
　リーンを動かす。
❷像ができなければスクリーンをはずし、凸レンズを通して
　物体を見る。 物体

（光源）

凸レンズ（固定する）
像を観察する向き

スクリーン
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光・音・力による現象

3	 音のちがいと振動のようす　　　　　　　　　　　　�
穴埋めでチェック3　❶〜❻にあてはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

問題でチェック3　モノコードをはじいて出た音を、マイクロホンで拾ってオシロスコープ

で調べると、図のような波形が表示された。ただし、図の縦軸は振動の振れ幅を、横軸

は時間を表し、横軸の１目盛りは0.001秒を表している。

□⑴�　図の音の振動数は何Hzか。� ［　　　　　］

　⑵　次の①、②のとき、波形はどのようになるか。次のア〜オからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

　□①�　同じ弦を、より強くは

じいた。� ［　　　］

　□②�　弦を短くし、同じ強さ

ではじいた。�［　　　］

�

4	 力の大きさとばねののびの関係　�
穴埋めでチェック4　❶、❷にあてはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

問題でチェック4　図は、ばねＡ、Ｂについて、ばねに加えた力の大きさ

とばねののびとの関係をグラフに表したものである。

□⑴　ばねに加える力の大きさとばねののびとの間には、どのような関係

があるか。� ［　　　　　　　　］

□⑵　1.0Nの力を加えると、ばねＡ、Ｂののびは、それぞれ何cmになるか。

� Ａ［　　　　　］　Ｂ［　　　　　］

□⑶　ばねAとBののびを同じにしたい。ばねAに加える力の大きさは、ばねBに加える力の大きさの何倍にすれ

ばよいか。� ［　　　　　　　］

まとめP.82

まとめP.90

ア イ ウ エ オ

0.60.4 0.50.20.1 0.30

〔cm〕

ば
ね
の
の
び

10

8

6

4

2

0

〔N〕力の大きさ

ばねＡ

ばねＢ

弦を強くはじくほど、❶［　　　　］が大きくなり、大き
な音が出る。

弦が短いほど、細いほど、弦のはり方が❷［　　　　］ほ
ど、振動数が多くなり、高い音が出る。

❶モノコードを使って、音の
　大きさや高さを変える方法
　を見つけ、そのときの弦の
　振動のようすを調べる。
❷音の大きさや高さと振動の
　しかたとの関係を、オシロ
　スコープの波形で調べる。

左右に動かして
弦の長さを調節 弦をはる

強さを調節弦 ことじ

　モノコード

❸［　　　　 ］音…振幅 ❹［　　　　 ］音…振幅

❺［　　　 ］音…振動数 ❻［　　　 ］音…振動数

大 小

多 少

音
の
大
小

音
の
高
低

❶図の装置でものさしの０の位置を指標
　の位置に合わせる。
❷ばねＡとばねＢについて、つるすおも
　りの数をふやしてばねののびをはかる。

結果

ば
ね
の
の
び

〔cm〕

〔N〕

20.0

25.0

10.0

15.0

5.0

00 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5
力の大きさ

ばねの
のび

も
の
さ
し
の

０
の
位
置

指
標

お
も
り

ば
ね

ば
ね

ばねＡばねＡ

ばねＢばねＢ

おもりの数 0個 1個 2個 3個 4個 5個
力の大きさ
　　 　〔N〕 0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

ばねＡの
  のび〔cm〕 0 5.0 10.2 15.0 19.8 25.0

ばねＢの
  のび〔cm〕 0 1.8 4.1 6.0 8.1 10.0

ばねののびは、ばねを引く力の大きさに❶［　　　　　］する。この関係
を、❷［　　　　　　　　　］という。
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光・音・力による現象

得点

／100点
定期テスト対策 ||| 標準編 |||

実施時間のめやす⇨ 20分

光・音・力による現象

1	 次の問いに答えなさい。� （３点×７）

　⑴　図１のように鏡に光を当てると、光は鏡で反射した。

□①　このときの反射角は何度か。�［　　　　　　　　］

□②　図の角度を40°より大きくすると、反射角の大き

さは①と比べてどうなるか。� ［　　　　　　　　　　　　　　］

□⑵　図２で、点ア～オのうち、Ｐ点に立った人が鏡の中に見ることができる点

はどれか。すべて選び、記号で答えなさい。ただし、図２は真上から見た図

で、鏡は床に垂直である。� ［　　　　　　　　　　］

　⑶　図３のように、半円形レンズの中心Ｏに光を当てると、光は屈折して空気

中へ進んだ。

□①　ア〜エのうち、入射角と屈折角はどれか。ただし、反射光は省略してい

る。� 入射角［　　　］　屈折角［　　　］

□②　図３で、半円形レンズを矢印⇨の向きに回転させていくと、やがて屈折光はなくなり、境界面ですべて

反射した。この現象を何というか。� ［　　　　　　　　］

□⑷　白色光がプリズムを通るといろいろな色の光に分かれる。これは、「光の直進」、「光の反射」、「光の屈折」

のどの性質ともっとも関係が深いか。� ［　　　　　　　　］

2	 図のような装置に凸レンズを固定した。物体の位置を変えて、
はっきりした像が映るようにスクリーンを動かした。このとき

の距離 a、 bと像の大きさを調べた。次の問いに答えなさい。

� （３点×６）

□⑴　スクリーンに映る像を何というか。� ［　　　　　　］

□⑵　⑴の像の向きは、どのようになっているか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。� ［　　　］

　ア　実物と上下・左右とも同じ向き　　　イ　実物と上下は同じ向きだが、左右は逆向き

　ウ　実物と上下・左右とも逆向き　　　　エ　実物と上下は逆向きだが、左右は同じ向き

□⑶　距離 aが24cmのとき、スクリーン上に実物と同じ大きさの像ができた。このとき、距離 bは何cmか。また、

この凸レンズの焦点距離は何cmか。� 距離 b［　　　　　　　　］　焦点距離［　　　　　　　　］

□⑷　物体を距離 aが24cmの点から焦点に近づけていった。このとき、距離 bと像の大きさはそれぞれどうな

るか。� 距離 b［　　　　　　　　　　　　］　像の大きさ［　　　　　　　　　　　　］

3	 図のように、地面から打ち上げられた花火がＰ点で開くのを、Ｑ点で観
察した。観察者は、花火が開くのが見えて、3.2秒後に「ドーン」という音

を聞いた。次の問いに答えなさい。� （３点×２）

□⑴　花火が開くのと同時に音は出ているが、音は遅れて聞こえた。このこ

とから、音が空気中を伝わる速さについて、どのようなことがいえるか。

� ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑵　Ｑ点からＰ点までの距離は何ｍか。ただし、音が空気中を伝わる速さを340m/sとする。［　　　　　　　］
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4	 図１のように、モノコードの弦を
はじき、出た音をマイクロホンで拾

ってコンピュータにとりこんだとこ

ろ、コンピュータには図２のような

波形が表示された。次の問いに答え

なさい。ただし、モノコードの弦は、ことじとＡの間の中央をはじくものとする。� （４点×５）

□⑴　図２のア〜ウで、振幅を表しているのはどれか。記号で答えなさい。� ［　　　］

□⑵　図２の音の振動数は何Hzか。ただし、横軸の１目盛りは0.002秒を表している。� ［　　　　　　　　］

　⑶　モノコードの弦をはる強さを変えずに、ことじの位置とはじく強さを変えると、高くて小さい音が出た。

□①　コンピュータに表示された波形は、

右のア～エのどれになるか。記号で答

えなさい。� ［　　　］

□②　ⓐことじとＡの間の長さ、ⓑ弦をは

じく強さをそれぞれどのように変えたか。� ⓐ［　　　　　　　　］　ⓑ［　　　　　　　　］

5	 図１のように、ばねにおもりをつるしてばねのの
びを測定した。その後、ばねにつるすおもりの数を

ふやしていき、ばねののびを測定した。図２は、測

定結果をもとに、ばねを引く力の大きさとばねのの

びの関係をグラフに表したものである。次の問いに答えなさい。ただし、お

もり１個の質量を20g、100gの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。

　� （４点×５）

□⑴　おもり１個にはたらく重力の大きさは何Ｎか。� ［　　　　　　　　］

□⑵　図２より、ばねにはたらく力とばねののびは比例している。この関係の

ことを何の法則というか。� ［　　　　　　　　］

□⑶　ばねに1.0Ｎの力を加えたとき、ばねののびは何cmになるか。� ［　　　　　　　　］

□⑷　ばねののびが26cmのとき、ばねにはたらく力の大きさは何Ｎか。� ［　　　　　　　　］

□⑸　もし、月面上でこのばねに図１のおもりを３個つるしたとすると、ばねののびは何cmになるか。ただし、

月面上での重力の大きさは地球上での重力の大きさの 16 とする。� ［　　　　　　　　］

6	 図１の矢印は机の上の物体にはたらく重力を、図２の矢印は床の上の物体を引く力を表している。どちらの
物体も静止したままである。方眼の１目盛りを0.5Ｎとして、次の問いに答えなさい。ただし、重力の矢印は

少しずらして表している。　� （３点×５）

□⑴　図１で、物体にはたらく重力の大きさは

何Ｎか。� ［　　　　　　　　］

□⑵　図１、２で、物体にはたらく矢印で表さ

れた力とつり合う力を、◦を作用点として、

それぞれの図中に矢印で示しなさい。

□⑶　⑵で示した力を、それぞれ何というか。

� 図１［　　　　　　　　］　図２［　　　　　　　　］
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